
相談支援部会

4月
事例検討

【参加者】
相談支援事業所、障害者就業・生活支援センター、
生活相談サポートセンターうべの相談員

【目的】
☆地域課題の共有・集約・検討
☆相談支援関係者の連携体制の構築
☆相談支援関係者の質の向上

【内容】定例会 1回/2か月
・２月 ：参加 １４事業所 １９名

相談・支援の中で「困ったこと」を共有
(ケース対応、アセスメント方法、制度の活用等)

・４月：参加 １４事業所 ２０名
事例検討（２事例）
インフォーマルサービスの整理・活用の必要性がある事例

・６月：参加 １９事業所 ２７名
グループワーク
ベテラン相談員への質問会
新任相談員とベテラン相談員の間で質問に対する情報共有が
なされ、スキル向上へとつながった。

サポートブック
に反映していく

相談員サポートブック

対応困難ケースについては今後事例検討を通して
検討し地域課題の抽出をしていく

資料４



【参加者】
児童発達支援事業所、放課後等デイサービス事業所、小児リハビリ実施医療機関、
教育関係機関、相談支援事業所

【目的】
☆障害児支援関係機関同士の顔の見える関係づくりからネットワークの構築
☆障害児支援に関する現状・課題の共有、集約、検討
☆障害児支援関係者の質の向上

【内容・開催頻度】年４回
・５月：参加 ２８事業所 ４１名
話題提供「５領域の視点等を踏まえた個別支援計画について」
グループワーク

①各事業所のアセスメント票、個別支援計画の様式共有
②支援会議（モニタリング）のあり方、本人支援を
いかに取り入れていくべきか

③保護者支援について（関わり方の配慮や面談の実施、
情報の伝え方など）

こども支援部会

本人のニーズ、家族の
ニーズ、支援者のニーズ
の見極めが難しい。
今後も本人の意思を個別
支援計画にどう反映して
いくか考えていく。

どうやって
アセスメント
しているか？



【内容】定例会年3回
⚫ 令和７年３月：参加 １４事業所 １６名
• ワーキングチーム（移行支援・継続支援・企業）

の事業実施状況
• 決算見込み
• 課題の抽出

⚫ 令和７年６月：参加 １３事業所 １４名
• 就労選択支援事業の説明
• ワーキングチーム（移行支援・継続支援・企業）

の事業計画・予算
• 障害者就労施設等からの物品調達方針

【参加者】
障害者就業・生活支援センター（ナカポツ）、宇部公共職業安定所、
宇部総合支援学校、発達障害等相談センターそらいろ、就労移行支援事業所、
就労継続支援事業所（A型・B型）、就労定着支援事業所、障害者雇用企業

【目的】
☆各ワーキングチーム（移行支援・継続支援・企業）の活動状況報告
☆地域課題の検討

情報共有・
困難事例・課題

【就労支援部会】

移行支援
ワーキングチーム
(就職・定着支援)

継続支援
ワーキングチーム
（福祉的就労）

企業
ワーキングチーム
（障害者雇用）

【ワーキングチーム】

就労支援部会

⚫ 課題の整理状況
◼ 様々な地域ニーズに対応できる相談窓口の役割を明確化
◼ 移行支援ワーキングで作成している「障害のある方の就労に

関するガイドブック」の改訂
・移行支援ワーキングチームで協議
・他市の内容を参考に検討
・委員に「ガイドブック作成に関するアンケート」を実施

就労選択支援とは・・・
障害者本人が、就労先や働き方のより良い選択ができるよう、
就労アセスメントの手法を活用して、本人の希望、就労能力や
適性等に合った選択を支援する事業

（令和７年10月１日施行）


